
 
「治山林道留意事項の一部改正について」新旧対照表 
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治山林道事業留意事項  

 

 

 

 

 

 

令和８年７月 

 

 

高知県林業振興・環境部　治山林道課 

 

 

治山林道事業留意事項  

 

 

 

 

 

 

令和８年４月 

 

 

高知県林業振興・環境部　治山林道課 
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共通事項（略） 

1. 設計歩掛適用基準 
総則 
（１）～（１６）（略） 
（１７）仮設工 
１．土のう工（森林整備保全事業標準歩掛第１編８－９－１） 
水替用配水管を使用する仮締切工（土のう）には適用しない。 

２．砂防土砂仮締切・砂防大型土のう仮締切（森林整備保全事業標準歩掛

第１編８－20） 
砂防土砂仮締切・砂防大型土のう仮締切については、「本堤、副堤、床固

め、帯工、水叩き、側壁、護岸」の工種の施工地内において使用するもの

とし、普通作業員に該当する工事においても適用する。 
なお下記の場合についても適用可能である。 

・構造物施工時の上流または、上部にある堆積土砂を施工箇所への流出防

止に大型土のうを設置する場合。 
・構造物施工時の下流側または、下部に作業ヤードに使用する土砂や掘削

土の一時仮置きに大型土のうを設置する場合。 
（令和 8 年 5 月 19 日林野庁計画課施工企画調整室回答による） 
（１８）土のう袋等運搬 
１．土のう袋等（廃プラスチック）の処分における設計積算方法について 
・大型土のうの袋材等（廃プラスチック）を処分するため工事現場外に搬

出する場合に直接工事費に計上  
・運搬は土木部の「土木工事標準積算基準書の運用（伐採木・土のう袋等

運搬）」歩掛を適用する。 
2. 参 考 資 料（略） 

 

共通事項（略） 

1. 設計歩掛適用基準 
総則 
（１）～（１６）（略） 
新設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新設 
 
 
 
 
 
2. 参 考 資 料（略） 
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治山事業 

１～９（略） 
１０．その他  
１（略） 
２　立木伐採補償について 
　（略） 
　（１）（略） 
　（２）設計積算方法について 
　　ア．取得補償契約及び立木補償を行わない場合（別紙１） 
　　（ア）（略） 
　　（イ）積込・運搬費 
　　　　立木を工事現場外へ搬出する必要がある場合に直接工事費に計上 

積込は治山林道必携（標準歩掛第 1 編共通工 1-2-2）歩掛、運搬は 
土木部の「土木工事標準積算基準書の運用（伐採木・土のう袋等運

搬）」歩掛を適用する。 
　　（ウ）（略） 
　　イ．（略） 
 

林道事業　 

１～２　（略） 
３　土　工 
（１）土工作業の取り扱い 
　　　 林道の設計積算は、原則として次のとおりとする。 
      ①機種の選定 

治山事業 

１～９（略） 
１０．その他  
１（略） 
２　立木伐採補償について 
　（略） 
　（１）（略） 
　（２）設計積算方法について 
　　ア．取得補償契約及び立木補償を行わない場合（別紙１） 
　　（ア）（略） 
　　（イ）積込・運搬費 
　　　　立木を工事現場外へ搬出する必要がある場合に直接工事費に計上 

積込は治山林道必携（標準歩掛第 1 編共通工 1-2-2）歩掛、運搬は治

山林道必携（同 1-2-2（参考３））歩掛を適用する 
 

　　（ウ）（略） 
　　イ．（略） 
 

林道事業 

１～２　（略） 
３　土　工 
（１）土工作業の取り扱い 
       林道の設計積算は、原則として次のとおりとする。 
　　　①機種の選定 
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　　　※標準として積算に用いる機種は上表のとおりとするが、工事量、現場

状況等を勘案して最も適した機種を選定するものとする。 
 
 
　　　②～⑤（略） 
　　　⑥設計積算 
　　　　図（略） 

ブルドーザ バックホウ ダンプトラック

土量10,000m3未満 11t･15t･18t

土量10,000m3以上

削除

０.６０ｍ3 １０t
２１ｔ

適用基準

機　種  
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　②～⑤（略） 
　　　⑥設計積算 
　　　　図（略） 

ブルドーザ バックホウ ダンプトラック

土量10,000m3未満 １１t・１５ｔ

土量10,000m3以上

土量50,000m3未満

０.６０ｍ3 １０t
２１ｔ

適用基準

機　種
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* P（設計の説明） 施工

【盛土】

・施工土量 未満の場合5,000m3

： ≦ 路体をﾊﾞｯｸﾎｳ 振動ﾛｰﾗ ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞ型 による敷均し締固めBT1 4.00 W + ( )

： ≦ ≦ 路体をﾊﾞｯｸﾎｳ 振動ﾛｰﾗ ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式 による敷均し締固めBT2 2.50 W 4.00 + ( )

： ＜ 路体を人力 振動ﾛｰﾗ ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式 による敷均し締固め*BT3 W 2.50 + ( )

： ≦ 路床をﾊﾞｯｸﾎｳ 振動ﾛｰﾗ ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞ型 による敷均し締固めBS1 4.00 W + ( )

： ≦ ≦ 路床をﾊﾞｯｸﾎｳ 振動ﾛｰﾗ ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式 による敷均し締固めBS2 2.50 W 4.00 + ( )

： ＜ 路床を人力 振動ﾛｰﾗ ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式 による敷均し締固め*BS3 W 2.50 + ( )

： 補強土壁工の盛土等。流用は行うが、敷均し・締固め費用は計上しないBT

・施工土量 以上 未満の場合5,000m3 20,000m3

： ≦ 路体をﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ 級 級 による敷均し締固めBT1 4.00 W (11t or15t )+ﾀｲﾔﾛｰﾗ

： ≦ ≦ 路体をﾊﾞｯｸﾎｳ による敷均し締固めBT2 2.50 W 4.00 +振動ﾛｰﾗ ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式( )

： ＜ 路体を人力 による敷均し締固め* ( )BT3 W 2.50 +振動ﾛｰﾗ ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式

： ≦ 路床をﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ 級 級 による敷均し締固めBS1 4.00 W (11t or15t )+ﾀｲﾔﾛｰﾗ

： ≦ ≦ 路床をﾊﾞｯｸﾎｳ による敷均し締固めBS2 2.50 W 4.00 +振動ﾛｰﾗ ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式( )

： ＜ 路床を人力 による敷均し締固め* ( )BS3 W 2.50 +振動ﾛｰﾗ ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式

： 補強土壁工の盛土等。流用は行うが、敷均し・締固め費用は計上しないBT

【埋戻】

： ≦ ﾊﾞｯｸﾎｳ ﾀﾝﾊﾟ による締固め* ( )BU1 4.00 W + +振動ﾛｰﾗ ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式 ･ﾗﾝﾏ

： ≦ ≦ ﾊﾞｯｸﾎｳ ﾀﾝﾊﾟ による締固め* ( )BU2 1.00 W 4.00 + +振動ﾛｰﾗ ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ式 ･ﾗﾝﾏ

： ＜ ﾊﾞｯｸﾎｳ ﾀﾝﾊﾟ による締固め*BU3 W 1.00 + ･ﾗﾝﾏ

： 敷均し補助 人 を標準とするBU + (0.04 /m3)ﾊﾞｯｸﾎｳ

（山留構造物 以下は計上しない）H=2.5m

【切土】

：ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ切取CA

：ﾊﾞｯｸﾎｳ切取（ﾀﾞﾝﾌﾟ運搬に係るものは掘削 掘削積込作業）CA1 +

：大型ﾌﾞﾚｰｶｰが作業できない箇所の切取 火薬併用掘削 軟岩Ⅰ 以上CA3 ( ) (B)

：ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ･ﾊﾞｯｸﾎｳ･大型ﾌﾞﾚｰｶが作業できない箇所の人力による切取CA2

+ (A)（人力切崩し ﾊﾞｯｸﾎｳのルーズ）土砂～軟岩Ⅰ

（人力岩石掘削 ﾊﾞｯｸﾎｳのルーズ）軟岩Ⅰ 以上で火薬が使用できない+ (B)

：素掘側溝の人力床堀とするEA

：路面より下のﾊﾞｯｸﾎｳ掘削CA5

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（設計の説明）

【盛土】

ＢＴ１： ≦Ｗ 路体をブルドーザ（ 級 級）による敷均し締固め。4.00 11t or15t

ＢＴ２： ≦Ｗ≦ 路体をブルド－ザ 級＋振動ロ－ラによる敷均し締固め。2.50 4.00 3t

ＢＴ３：Ｗ＜ 路体を人力盛土＋振動ロ－ラによる敷均し締固め。2.50

ＢＳ１： ≦Ｗ 路床をブルドーザ（ 級 級）による敷均し締固め。4.00 11t or15t

ＢＳ２： ≦Ｗ≦ 路床をブルド－ザ 級＋振動ロ－ラによる敷均し締固め。2.50 4.00 3t

ＢＳ３：Ｗ＜ 路床を人力盛土＋振動ロ－ラによる敷均し締固め。2.50

ＢＴ ：補強土壁工の盛土等。流用は行うが、敷均し・締固め費用は計上しない。

【埋戻】

ＢＵ１： ≦Ｗ バックホウ＋振動ロ－ラ＋タンパによる締固め。4.00

ＢＵ２： ≦Ｗ≦ バックホウ＋振動ロ－ラ＋タンパによる締固め。1.00 4.00

ＢＵ３：Ｗ＜ バックホウ＋タンパによる締固め。1.00

： 。ＢＵ バックホウ９０ﾟ 礫交り土 ルーズ ＋敷均し補助 人 ｍ を標準とする( ) (0.04 / 3)

（山留構造物Ｈ＝ ｍ以下は計上しない ）2.5 。

【切土】

ＣＡ ：ブルドーザ切取。

ＣＡ１：バックホウ切取 （ダンプ運搬に係るものは掘削＋掘削積込作業）。

ＣＡ３：大型ブレーカが作業できない箇所の切取 火薬併用掘削 軟岩Ⅰ Ｂ 以上。( ) ( )

： ・ ・ 。ＣＡ２ ブルドーザ バックホウ 大型ブレーカが作業できない箇所の人力による切取

( )（人力切崩し＋バックホウのルーズ）土砂～軟岩Ⅰ Ａ

） 。（人力岩石掘削＋バックホウのルーズ 軟岩Ⅰ Ｂ 以上で火薬が使用できない( )

ＥＡ ：素掘側溝の人力床掘とする。

ＣＡ５：路面より下のバックホウ掘削。
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  　　⑦～⑨（略） 
 
（２）～（９）（略） 
 
４～９　（略） 
 
10　溝　渠　工 
（１）側溝 

側溝の設計は、雨水等の流出量による断面の算定及び断面に対する構

造上の設計計算は行わない。 
①～②（略） 
③ 寸法・規格等については、治山林道事業標準図　20．林道用側溝標

準図のとおりとする。 
（２）横断溝 
　　 横断溝の断面は、雨水等の流出量による断面の算定は行わない。 

①～③（略） 
④流末処理は、木製かご枠、ふとんかご等とし、地山の浸食を生じさせ

ないように対策する。 
なお、中詰材はできるだけ現地採取礫を使用する。ただし、現場に適

当な礫がない場合はこの限りではない。 
採取は、治山林道事業設計標準歩掛により必要な人役を設計計上する

こと。 
（３）横断排水工 

横断排水工は、木製構造物、鋼材又は路面に凹凸を付けた土構造とす

る。 

 
 

⑦～⑨（略） 
 
（２）～（９）（略） 
 
４～９　（略） 
 
10　溝　渠　工 
（１）側溝 

側溝の設計は、雨水等の流出量による断面の算定及び断面に対する構造

上の設計計算は行わない。 
①～②（略） 
③寸法・規格等については、（３）林道用側溝標準構造図のとおりとする。 

 
（２）横断溝 

 横断溝の断面は、雨水等の流出量による断面の算定は行わない。 
①～③（略） 
新設 

 
 
 
 
 
新設 
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 11 舗装工･路盤工 
１．~２．（略） 
３．路盤工 

１)（略） 
２）上記１）については、工事実施時に CBR 試験を実施し、試験結果に基

づき必要な厚さを確保するものとする。 

最低路盤厚は、10cm、設計は 1cm 単位とする。 

なお、CBR 試験費は技術管理費に計上するものとする。 
３）～５）（略） 

６）コンクリート路面工は、路盤工の一部をコンクリート版に置き換えるもの

で、路盤工（路盤工全体の厚さからコンクリート版の厚さを除く路盤工）の上

部にコンクリート版の表層工を設置する。 

 

施工パッケージ型積算方式（略） 

 
 
 

11 舗装工･路盤工 
１．~２．（略） 
３．路盤工 

１)（略） 
２）上記１）については、工事実施時に CBR 試験を実施し、試験結果に基

づき必要な厚さを確保するものとする。 

なお、CBR 試験費は技術管理費に計上するものとする。 

 
３）～５）（略） 
新設 

 

 

 

施工パッケージ型積算方式（略） 

 


